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　負荷心筋血流MRIを用いると心筋虚血
の有無や程度が評価でき，冠動脈狭窄の
機能的重症度を高い精度で診断できる。
近年，ヨーロッパと米国にてエビデンスレ
ベルの高い研究が実施され，すでに負荷
心筋血流MRIを実診療で広く実施してい
るヨーロッパだけでなく，米国においても
実診療に取り入れて実施しようとする機
運が高まっているように見える。本稿では，
海外における負荷心筋血流MRIの現状を
確認し，現時点での国内外の負荷心筋血
流MRIによる心筋血流定量解析の状況
や，その有用性，将来展望などについて
簡単に述べる。また，近年，急性心筋梗
塞後の浮腫イメージングに関して静かな論
争が進行しており，これについても誌幅の
許すかぎり触れたい。

海外における負荷心筋
血流MRIの現状

　ここ15年で，米国やヨーロッパおよ
び日本などから多数の負荷心筋血流
MRIの有意冠動脈狭窄の評価における
有用性を示す報告がなされてきたが，そ
の多くは単施設研究であった。2010年
代前半にイギリスで行われた単施設のラ
ンダム化比較試験である CE-MARC 
studyでは，定量的冠動脈造影（QCA）
をゴールドスタンダードとした場合，負
荷心筋血流MRIがSPECTよりも優れ
た冠動脈狭窄診断能を示すことが報告
された 1）。また，数年遅れてヨーロッパ
を中心に実施された多施設ランダム化比
較試験であるMR-INFORM studyでは，
冠動脈疾患の治療方針決定において負
荷心筋血流MRIガイドで行った場合と
機能的血流予備能比（以下，FFR）ガ
イドで行った場合が比較され，3年間の
経過観察期間において有害事象の発生
に差が見られず，FFRに対してMRIの
非劣性が示された2）。しかし，米国にお
いては，これまで負荷心筋血流MRIの
有用性に関する質の高いエビデンスは多
くなく，負荷心筋血流MRIにおいてガ
ドリニウム造影剤の使用は米国食品医
薬品局（以下，FDA）に認可されていな
かった。
　米国では，GADA CAD1，GADA 
CAD2という2つの負荷心筋血流MRI
に関する第Ⅲ相臨床試験が2013年から
開始され，最近結果がまとめられたよう

である3），4）。その結果をClinicalTrials.
gov で参照することができる。GADA 
CAD1は，ガドビストを用いた負荷心筋
血流MRIの診断能を評価するものであ
り，冠動脈造影（以下，CAG）もしくは
冠動脈CTAをリファレンスとし，例え
ば狭窄度70％を基準とした場合は，3名
の読影者で感度が79〜90％，特異度が
83〜91％と報告された。また，GADA 
CAD2は，ガドビストを用いた負荷心筋
血流MRIが感度60％，特異度55％を
下回らないことを証明することが目的で，
心筋SPECTに対する非劣性を示すこと
を想定していると思われる。CAG・冠
動脈CTAにおける狭窄度70％を基準
とした場合は，3 名の読影者で感度が
76〜77％，特異度が82〜87％と報告さ
れた。さらに，米国・ブリガムアンドウィ
メンズ病院のKwonらにより，SPINS 
trialという多施設レジストリ研究が行
われ，2018 年の Amer i c an Hea r t 
Association（AHA）で結果が報告され
ている。これによると，米国の実診療に
おいて，負荷心筋血流MRIは虚血疑い
患者の予後層別化において有効であるこ
とが確認された 5）。このように，米国に
おいてもエビデンスレベルの高い研究結
果が次々と公表されており，冠動脈疾
患の評価方法として，負荷心筋血流
MRIがFDAに認可される環境がいよい
よ整ってきたのではないかと推察される。
米国でヨーロッパ諸国並に負荷心筋血
流MRIを行うことが可能になれば，そ
の件数は一気に増えることが予測される。
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